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化学物質管理者研修

第１編 これからの化学物質管理と実施体制

第２編 化学物質の危険性及び有害性並びに表示等

第３編 化学物質の危険性又は有害性等の調査

第４編 化学物質の危険性又は有害性等の調査の結果に
基づく措置等その他必要な記録等

第５編 化学物質を原因とする災害発生時の対応

第６編 関係法令



図6.2.1 従来の個別規制型における化学物質管理の体系

P288



図6.2.2 リスクアセスメント対象物の拡大予定

P292



図6.2.3 自律的な管理における事業場内の
化学物質管理の体制

P294
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図1.4.1 第三管理区分の事業場に対する措置
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図2.3.5 燃焼の３要素

P83



図2.3.6 低減対策の概念図
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図3.1.3 リスクアセスメントの流れ P91



図3.1.4 マトリクスを用いた方法のイメージ図
P96



図3.1.5 数値化による方法のイメージ図

P96



図3.1.6 枝分かれ図を用いた方法のイメージ図
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図3.1.7 実測値による手法のイメージ図 P98



図3.1.10 あらかじめ尺度化した表を使用する方法のイメージ図
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図3.2.2 CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）の流れ
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図3.3.3 スクリーニング支援ツールの使いかた
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リスクアセスメント対象物と濃度基準値が定められた物質の関係

P198
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図4.1.1 時間加重平均値

テキストP203
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図4.1.2 ８時間濃度基準値および短時間濃度基準値の比較

テキストP206
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図4.1.3 天井値との比較
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図4.1.4 吸入ばく露のリスクアセスメントのフロー

テキストP210



図4.2.1 局所排気装置（沼野）
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図4.2.2 プッシュプル型換気装置の構造（沼野）
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図4.5.5 直結式小型吸収缶の破過曲線図の例
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吸収缶の破過時間の計算例



混合有機溶剤の破過時間の計算

破過時間
(分)相対破過比

ｼｸﾛﾍｷｻﾝ
破過時間

(分)
気中濃度
（ppm）成分

1211.4285300トルエン
1701.42120200キシレン
871.0285300酢酸エチル

800合計
※破過曲線図
から



３５



混合有機溶剤の破過時間の計算

破過時間
(分)相対破過比

ｼｸﾛﾍｷｻﾝ
破過時間

(分)
気中濃度
（ppm）成分

1211.4285300トルエン
1701.42120200キシレン
871.0285300酢酸エチル

800合計
※破過曲線図
から

35×1.02＝35.7

※シクロヘキサン
相対破過比

表4-7

35 1.02 36



浸透の原理 透過の原理

浸透性及び透過性について

P262



透過試験 P262



作業環境の改善事例



３．９％ ２．３％

１．６％ １．１％



219件 45％



改善事例



改善事例①：板金溶接時の粉じん対策

板金工程で、溶接またはサンダーグラインダー仕上げ加工を行
う作業。

作業の概要



改善のポイント

従来、全体換気のみで、粉じんが作業場内に飛散していたが、フー
ドを取り付け作業者後方より、微風を送ることで排気することにした。





改善事例②：印刷作業における洗浄液の代替

作業者１５名が９台のオフセット印刷機を使用して印刷作
業を行っており、色替え等に伴うローラーやブランケット部
分を、ジクロロメタンを主成分とする洗浄液で払拭、洗浄
作業を行っている。

作業の概要

改善のポイント

印刷機は局所排気装置の設置が難しいため、印刷機の
ローラー洗浄液を第２種有機溶剤のジクロロメタン（９０％
含有）から第３種有機溶剤の洗浄液に代替することにより
改善を図った。







改善事例③

ブース内中央
にあるターン
テーブル上に
被塗装物を置
き、吹付塗装
作業を行って
いる。

作業の概要

塗装作業における作業方法等の改善



改善のポイント

ターンテーブルを利
用していなかったた
め、作業者の行動
範囲がフード内全
域に及んでいた。そ
こで、作業手順書を
作成し、立入禁止
区域を設け、吹付
塗装作業は常に風
上側から行うように
改善した。





改善事例④

試験室は小さな部屋（４ｍ×８ｍ）であり、中央部の両面開放型ドラフト（囲い
式フード）内で有機溶剤作業を行っているが、局所排気装置の性能不足のた
め、周辺に溶剤蒸気が拡散し環境を悪化させている。

作業の概要

有機溶剤試験室の局所排気装置能力向上対策（ダクト径の改善）



改善のポイント

局所排気装置の能力をチェックし、能力不足の原因がファン能力で
はなく、ダクト径の不足にあることが判明したため、ダクト径を１００
→２００ｍｍφに改善した。




